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2023 年度 ダイバーシティ推進委員会事業報告 

 

１．年間の進捗状況（特筆すべき課題に関して） 
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 

 2022 年度 2023 年度 目標値 

女性専任教員比率 19.2％ 20.6％ 30.0％ 

女性管理職比率 13.1％ 14.4％ 15.0％ 

女性専任職員比率 41.0％ 41.9％ 50.0％ 

 

２．次期目標等への反映の方向性 
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 

 

 
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 

 

 

＜ご参考> 

 VISION150 核心戦略 12,13 プロジェクト (主管箇所:ダイバーシティ推進室 実施責任者:篠原初枝 理事) 

目的 

【核心 12 関連】 

真のグローバル化を実現するために、組織・システム・制度を検討し、学生・教職員の人的構成の男女格差を是正し、

大学運営の意思決定における男女共同参画の実現をめざすとともにダイバーシティを推進する。また、学生・教職員が

ワークライフバランスを保てるよう、効果的で具体的な措置を講ずる。 

【核心 13 関連】 

真のグローバル化を実現するためにダイバーシティを推進する。それによって、国籍、性別（男女だけではない性の

多様化）、障がいの有無等にかかわらず、大学内の教育・研究・就労に関わる「人」が多様化し、それぞれの目線から 

教育・研究・就労に関わることにより、新たな発想が生まれ、大学の進化につながるアカデミック・コミュニティとなる。多様

な「人びと」が自然に共存できるような新たなアカデミック・コミュニティの形成を目指す。 

目標 

【核心 12 関連】 

・男女共同参画やダイバーシティを推進する組織・システム・制度の検討・整備 

・女性専任教員比率、女性職員管理職比率の向上 

・ダイバーシティ推進に対する学生・教職員の意識向上、風土改善 

・ワークライフバランス・サポート体制の改善と拡充 

【核心 13 関連】 

・多様な学生・教職員が共存するアカデミック・コミュニティを形成するための環境整備 

 


